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序　
　

言

一
九
七
二
年
、
中
国
山
東
省
臨
沂
銀
雀
山
の
漢
墓
か
ら
大
量
の
竹
簡
が
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
は
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
」
と
命
名
さ
れ
、
一
九
八
五
年
、『
銀
雀

山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
）
と
し
て
、
そ
の
一
部
が
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
第
一
輯
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
内
の
『
孫
子
兵
法
』『
孫
臏
兵
法
』『
尉
繚
子
』『
晏
子
』『
六
韜
』『
守
法
守
令
等
十
三
篇
』
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
際
、
こ
れ
以
外
に
も
、
第
二
輯
に
「
佚
書
叢
残
」
が
、
ま
た
第
三
輯
に
「
散
簡
」「
篇
題
木
牘
」「
元
光
元
年
暦
譜
」
が
収
録
さ
れ
る
と
の
予
告
が

あ
っ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

の
発
見
か
ら
三
十
七
年
後
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
の
刊
行
か
ら
二
十
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
第
一
輯
で
予
告
さ
れ
て
い
た
「
佚
書
叢
残
」
に
該
当
す
る
も
の
で
、
全
体
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」「
陰
陽
時
令
・
占
候
之
類
」「
其
他
」
の
三

部
に
類
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
は
、
内
容
的
に
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
第
一
輯
か
ら
漏
れ
た
も
の
が
ま
と
め
て
収
録
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
第
二
輯
収
録
文
献
に
対
す
る
研
究
も
、
こ
の
三
部
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
一
つ
ず
つ
個
別
的
な
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

筆
者
は
先
に
、
こ
の
「
論
政
論
兵
之
類
」
全
五
十
篇
の
内
、
篇
題
木
牘
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
冒
頭
の
十
二
篇
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
た（

１
）。
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て
、
こ
れ
ら
が
基
本
的
に
は
『
孫
子
』
兵
法
と
同
一
基
調
に
あ
り
な
が
ら
、
更
に
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
と
の
仮
説
を
得
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
引
き
続
き
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
内
か
ら
「
起
師
」
篇
を
取
り
上
げ
、
分
析
を
進
め
て
み
る
。「
起
師
」
篇
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
そ

こ
に
、
独
特
の
興
軍
の
論
理
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
起
師
」
釈
読

ま
ず
、「
起
師
」
篇
全
体
を
釈
読
す
る
。
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
の
原
釈
文
お
よ
び
注
釈
を
参
考
に
し
、
最
終
的
に
は
筆
者

が
確
定
し
た
文
章
を
掲
載
す
る
。
小
字
で
記
し
た
「
一
一
七
〇
」
～
「
一
一
七
五
」
の
漢
数
字
は
、
原
釈
文
に
記
さ
れ
た
竹
簡
番
号
。「
背
」
は
竹
簡
の
背
面
（
裏

面
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
□
は
竹
簡
欠
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
、【　

】
は
原
文
で
確
認
で
き
な
い
文
字
を
筆
者
が
補
っ
た
も
の
、
①
②
な
ど
の
丸
数

字
は
筆
者
が
加
え
た
語
注
で
あ
る
。
以
下
、
原
文
、
書
き
下
し
文
、
現
代
語
訳
、
語
注
の
順
に
掲
げ
る
。

〈
原
文
〉

起①
師
一
一
七
〇
背

明
王
之
起
師
也
、
必
以
春
。
春
則
溝②
澮
枯
、
□③
徐
（
途
）
達
、
者④
君
（
諸
郡
）
嬰
兒
桑
蠶
巨⑤
事
在
一
一
七
〇
正
外
、
六
畜
散
而
在
野
。
故⑥
□
□
爲
客
者
利
矣
。
秋

則
主
人
小
城
并
、
法
（
廃
）
邑
移
、
大
木
一
一
七
一
□
、
□
木
伐
、
清
徐
（
途
）
道
、
焚
□⑦
澤
、
勶
（
撤
）
廬
屋
、
□⑧
外
利
、
注
之
城
中
、
則
爲
客
者
不
一
一
七
二
利

矣
。
冬
則
主
人
策
會
、
脩
（
修
）
戍
要
塞
、
移
水
并
險
、
竭
戟
而
守
仄
（
阻
）、
謀
士
達
於
一
一
七
三
上
、
游
士
出
交
、
起
吏
動
勸
、
合
交
結
親
、
定
其
内
慮
、
合

其
外
交
、
則
爲
客
者
危
一
一
七
四
矣
。　

百⑨
廿
九
一
一
七
五

〈
書
き
下
し
文
〉

明
王
の
師
を
起
こ
す
や
、
必
ず
春
を
以
て
す
。
春
は
則
ち
溝こ

う

澮か
い

枯
れ
、【
道
】
途
達
し
、
諸
郡
の
嬰
児
桑
蚕
巨
事 

外
に
在
り
、
六
畜
散
じ
て
野
に
在
り
。
故
に

【
春
を
以
て
】
客
と
為
る
者
利
あ
り
。
秋
は
則
ち
主
人 

小
城
も
て
并
せ
、
廃
邑
も
て
移
し
、
大
木
も
て
□
し
、
□
木
も
て
伐
り
、
途
道
を
清
く
し
、【
沛
】
沢
を
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焚
き
、
廬
屋
を
撤
し
、
外
利
を
【
収
め
】、
之
を
城
中
に
注
げ
ば
、
則
ち
客
為
る
者
利
あ
ら
ず
。
冬
は
則
ち
主
人 

会
を
策
し
、
要
塞
を
修
戍
し
、
水
を
移
し
て
険

を
并
せ
、
戟
を
竭つ

く
し
て
阻
を
守
り
、
謀
士
を
上
に
達
し
、
游
士
出
て
交
わ
り
、
吏
を
起
こ
し
て
動
か
し
勧
め
、
交
わ
り
を
合
し
て
親
を
結
び
、
其
の
内
慮
を
定

め
、
其
の
外
交
を
合
す
れ
ば
、
則
ち
客
為
る
者
危
う
し
。　

百
廿
九

〈
現
代
語
訳
〉

英
明
な
王
が
興
軍
す
る
の
は
必
ず
春
で
あ
る
。
春
は
溝
の
水
が
枯
れ
、
道
路
も
通
達
し
（
て
行
軍
が
容
易
に
な
り
）、
諸
郡
の
児
童
・
桑
の
蚕
・
物
資
が
屋
外

に
出
て
お
り
、
家
畜
も
放
牧
さ
れ
て
郊
外
に
い
る
（
物
資
の
収
奪
も
容
易
で
あ
る
）。
だ
か
ら
春
は
客
の
側
に
有
利
な
の
で
あ
る
。

秋
は
主
人
が
小
城
を
整
理
し
、
廃
邑
を
移
し
、
大
木
を
…
…
し
、
…
…
木
を
伐
り
、
道
路
を
清
掃
し
、
山
沢
を
焼
き
、（
野
外
の
）
廃
屋
を
撤
収
し
、
城
外
の

利
（
と
な
る
も
の
）
を
収
め
、
そ
れ
ら
を
城
中
に
集
約
す
る
の
で
、
客
の
側
が
不
利
と
な
る
。

冬
は
主
人
が
（
他
国
と
の
）
会
合
を
画
策
し
、
要
塞
を
修
繕
し
、
水
路
を
移
し
て
険
阻
な
地
を
繋
ぎ
、
戟
（
武
器
）
を
総
点
検
し
て
険
し
い
山
（
戦
略
拠
点
）

を
守
り
、
謀
略
の
士
を
上
（
王
）
に
推
薦
し
、
游
士
が
外
交
に
努
め
、
役
人
を
発
動
し
て
仕
事
を
さ
せ
（
内
政
に
努
め
）、（
他
国
と
）
外
交
し
て
親
交
を
結
び
、

国
内
の
憂
慮
を
安
定
さ
せ
、
国
外
の
外
交
関
係
を
統
合
す
る
の
で
、
客
の
側
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

〈
語
注
〉

①
起
師
…
…
一
一
七
〇
簡
の
背
面
に
記
さ
れ
た
篇
題
。『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
で
は
、
こ
れ
を
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
第
十
七
番
目
の
篇
と
し
て
掲
載
し
て

い
る
。

②
溝
澮
…
…
田
間
の
み
ぞ
。
澮
は
小
溝
。
一
説
に
大
溝
。『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
七
八
月
之
間
雨
集
、
溝
澮
皆
盈
」。
七
八
月
は
新
暦
の
六
七
月
に
当
た
る
。
梅
雨

時
。「
溝
澮
枯
」
と
は
、
こ
の
梅
雨
時
の
前
だ
か
ら
泥
濘
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

③
□
途
…
…
「
道
」
途
（
塗
）、「
征
」
途
、「
長
」
途
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

④
者
君
…
…
字
形
を
重
視
し
、「
諸
郡
」
と
釈
読
す
る
原
釈
文
に
従
う
。

⑤
巨
事
…
…
伝
世
文
献
に
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、「
巨
」
に
は
多
い
の
意
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
様
々
な
事
物
・
物
資
の
意
味
に
取
り
た
い
。
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⑥
故
□
□
爲
客
者
利
矣
…
…
欠
損
の
二
字
分
は
文
脈
か
ら
は
「
以
春
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
写
真
版
で
は
上
の
字
の
左
端
が
「
イ
」（
に
ん
べ
ん
）
の

よ
う
に
見
え
、
ま
た
下
の
字
の
左
半
分
が
「
東
」
の
よ
う
に
見
え
る
。

図
一　

一
一
七
一
簡
「
故
□
□
爲
客
者
利
矣
」

⑦
□
澤
…
…
「
沛
」
沢
（
草
木
の
茂
っ
た
湿
地
）
あ
る
い
は
「
山
」
沢
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
管
子
』
揆
度
篇
に
「
至
於
黃
帝
之
王
、
謹
逃
其
爪
牙
、
不

利
其
器
、
燒
山
林
、
破
增
藪
、
焚
沛
澤
、
逐
禽
獸
、
實
以
益
人
」、『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「
益
烈
山
澤
而
焚
之
、
禽
獸
逃
匿
」
と
あ
る
。
写
真
版
の
欠
損
字
左

側
は
「
シ
」（
さ
ん
ず
い
）
の
よ
う
に
も
見
え
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
沛
」
を
入
れ
て
み
た
。
な
お
、『
孫
子
』
軍
争
篇
に
は
「
山
林
險
阻
沮
澤
之
形
」
と
あ

り
、「
沮
澤
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

⑧
□
外
利
…
…
「
収
」
外
利
、「
刈
」
外
利
、「
内
」
外
利
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑨
百
廿
九
…
…
こ
の
数
字
は
、
本
文
の
文
字
数
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、
本
文
に
は
「
夏
」
に
関
す
る
記
述
が
漏
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
誤
っ
て
全
体
を
筆

写
し
た
後
に
計
数
し
、
こ
の
数
字
を
記
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
一
一
七
五
簡
は
「
矣　

百
廿
九
」
と
だ
け
あ
り
、

果
た
し
て
「
起
師
」
の
文
末
な
の
か
ど
う
か
確
定
し
づ
ら
い
と
も
言
え
る
。
も
し
、
こ
の
簡
が
「
起
師
」
の
文
末
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
一
一
七
〇
簡
と
一
一

七
一
簡
の
間
に
「
夏
」
に
関
す
る
竹
簡
が
も
う
一
枚
あ
り
、
総
字
数
は
百
五
十
を
超
え
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

図
二　

一
一
七
五
簡
「
矣　

百
廿
九
」
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こ
の
よ
う
に
、「
起
師
」
は
、
行
軍
の
主
体
を
「
客
」
と
「
主
人
」
と
に
分
け
た
上
で
、
挙
兵
の
時
期
を
客
の
側
の
「
利
」
の
有
無
と
い
う
合
理
的
な
発
想
に

基
づ
い
て
論
述
す
る
。

そ
の
場
合
の
具
体
的
な
「
利
」
と
は
、「
客
」
が
「
主
人
」
の
側
に
侵
攻
し
や
す
い
こ
と
、「
客
」
の
側
が
「
主
人
」
の
側
か
ら
利
益
（
食
糧
・
物
資
な
ど
）
を

収
奪
し
や
す
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

例
え
ば
、
春
は
梅
雨
時
と
違
っ
て
泥
濘
も
な
く
、
道
路
も
通
達
し
て
行
軍
が
容
易
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
秋
冬
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
様
々
な
物
資
が
屋
外
・

城
外
に
出
さ
れ
て
い
て
、
収
奪
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、「
客
」
の
側
が
有
利
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
、
秋
は
収
斂
の
季
節
。「
主
人
」
の
側
が
、
小
城
・
廃
邑
・
材
木
な
ど
を
整
理
し
、
城
外
の
物
資
を
城
内
に
集
約
す
る
と
い
う
。
そ
れ
故
に
「
客
」
の
側

は
、
物
資
の
収
奪
が
困
難
と
な
り
、
不
利
で
あ
る
と
い
う
。

更
に
、
冬
は
「
主
人
」
の
側
が
内
政
を
充
実
さ
せ
、
ま
た
外
交
を
も
画
策
し
て
、
国
家
の
基
盤
整
備
に
努
め
る
。
そ
の
よ
う
な
国
に
わ
ざ
わ
ざ
侵
攻
す
れ
ば
、

「
客
」
は
単
に
「
不
利
」
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、「
危
」
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
。

但
し
、
こ
こ
に
は
、
夏
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
意
図
的
に
省
略
し
た
と
か
、
無
視
し
た
と
か
い
う
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
全
体
は
明
ら
か
に

四
時
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
、
誤
写
（
筆
写
漏
れ
）
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
文
末
の
「
百
廿
九
」
と
い
う
数
字
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す

れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。

文
献
の
末
尾
に
数
字
を
記
す
の
は
、
こ
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
だ
け
で
は
な
く
、
上
博
楚
簡
な
ど
他
の
出
土
竹
簡
に
も
散
見
さ
れ
る
手
法
で
、
錯
簡
・
誤
脱
を

避
け
る
た
め
の
書
写
上
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、「
百
廿
九
」
は
確
か
に
本
文
の
文
字
数
に
合
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
本
文
に
は
明
ら
か
に
誤
写

（
記
載
漏
れ
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
数
字
は
、
竹
簡
の
書
写
者
が
誤
っ
て
全
体
を
筆
写
し
た
（
夏
の
部
分
を
筆
写
漏
れ
に
し
た
）
後
に
計

数
し
、
記
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（

２
）。

二
、
興
軍
の
論
理
─
時
令
説
と
『
孫
子
』
─

「
起
師
」
の
最
大
の
特
色
は
、「
客
」
の
側
に
有
利
な
季
節
と
し
て
「
春
」
を
挙
げ
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
中
国
古
代
思
想
史
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
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意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
時
令
説
に
お
け
る
軍
事
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
興
軍
の
時
節
、
特
に
四
時
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
と
し
て
、『
呂
氏
春
秋
』

十
二
紀
、『
礼
記
』
月
令
篇
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
両
者
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
様
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、『
呂
氏
春
秋
』
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

『
呂
氏
春
秋
』
十
二
紀
は
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に
行
う
べ
き
人
事
を
記
す
。
例
え
ば
、
夏
に
音
楽
関
係
諸
篇
が
、
秋
に
軍
事
関
係
諸
篇
が
配
置
さ
れ
る
、
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

で
は
、
軍
事
は
秋
の
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か（

３
）。

是
月
也
、
以
立
秋
。
先
立
秋
三
日
、
大
史
謁
之
天
子
曰
、「
某
日
立
秋
、
盛
德
在
金
」。
天
子
乃
齋
。
立
秋
之
日
、
天
子
親
率
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
以
迎
秋
於

西
郊
。
還
乃
賞
軍
率
武
人
於
朝
。
天
子
乃
命
將
帥
、
選
士
厲
兵
、
簡
練
桀
儁
。
專
任
有
功
、
以
征
不
義
、
詰
誅
暴
慢
、
以
明
好
惡
、
巡
彼
遠
方
。（
孟
秋
紀

孟
秋
篇
）

是
の
月
や
、
立
秋
を
以
て
す
。
立
秋
に
先
だ
つ
こ
と
三
日
、
大
史
之
を
天
子
に
謁
げ
て
曰
く
、「
某
日
立
秋
な
り
。
盛
徳
金
に
在
り
」
と
。
天
子
乃
ち
斎

す
。
立
秋
の
日
、
天
子
親
ら
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
を
率
い
以
て
秋
を
西
郊
に
迎
う
。
還
り
て
乃
ち
軍
率
武
人
を
朝
に
賞
す
。
天
子
乃
ち
将
帥
に
命
じ
て
、
士

を
選
び
兵
を
厲
ま
し
、
桀
儁
を
簡
練
せ
し
む
。
専
ら
有
功
に
任
じ
、
以
て
不
義
を
征
し
、
暴
慢
を
詰
誅
し
て
、
以
て
好
悪
を
明
ら
か
に
し
、
彼
の
遠
方
を
巡

（
順
）
う
。

是
月
也
、
命
有
司
、
修
法
制
、
繕
囹
圄
、
具
桎
梏
、
禁
止
姦
、
慎
罪
邪
、
務
搏
執
。
命
理
、
瞻
傷
察
創
、
視
折
審
斷
、
決
獄
訟
、
必
正
平
。
戮
有
罪
、
嚴
斷

刑
。
天
地
始
肅
、
不
可
以
贏
。（
同
）

是
の
月
や
、
有
司
に
命
じ
て
、
法
制
を
修
め
、
囹
圄
を
繕お

さ

め
、
桎
梏
を
具
え
、
姦
を
禁
止
し
、
慎
み
て
邪
を
罪
し
、
搏
執
を
務
め
し
む
。
理
に
命
じ
て
、
傷

を
瞻
、
創
を
察
し
、
折
を
視
、
断
を
審
ら
か
に
し
、
獄
訟
を
決
し
て
、
必
ず
正
平
な
ら
し
む
。
有
罪
を
戮
し
、
断
刑
を
厳
に
す
。
天
地
始
め
て
肅
な
り
、
以

て
贏ゆ

る

む
べ
か
ら
ず
。
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こ
の
よ
う
に
、『
呂
氏
春
秋
』
は
、
軍
事
と
刑
罰
の
執
行
を
、「
秋
」
に
行
う
べ
き
人
為
と
し
て
記
述
す
る
の
で
あ
る
。
秋
は
様
々
な
物
事
が
収
斂
し
て
い
く
時

節
。
具
体
的
な
人
事
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
悪
事
を
制
圧
す
る
刑
罰
と
軍
事
な
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
人
為
を
逸
脱
す
る
と
ど
う
な
る
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
か
。孟

秋
行
冬
令
、
則
陰
氣
大
勝
、
介
蟲
敗
穀
、
戎
兵
乃
來
。
行
春
令
、
則
其
國
乃
旱
、
陽
氣
復
還
、
五
穀
不
實
。
行
夏
令
、
則
多
火
災
、
寒
熱
不
節
、
民
多
瘧

疾
。（
孟
秋
紀
孟
秋
篇
）

孟
秋
に
冬
令
を
行
え
ば
、
則
ち
陰
気
大
い
に
勝
ち
、
介
虫
穀
を
敗
り
、
戎
兵
乃
ち
来
る
。
春
令
を
行
え
ば
、
則
ち
其
の
国
乃
ち
旱
し
、
陽
気
復
た
還
り
、
五

穀
実
ら
ず
。
夏
令
を
行
え
ば
、
則
ち
火
災
多
く
、
寒
熱
節
あ
ら
ず
、
民
に
瘧
疾
多
し
。

こ
の
よ
う
に
、
四
時
と
人
事
の
関
係
を
間
違
え
る
と
、
様
々
な
災
禍
が
起
こ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
孟
秋
に
「
冬
令
」
を
行
う
と
、
陰
気
が
優
り
、
害
虫
が
穀

物
を
食
い
荒
ら
し
、
外
敵
の
来
襲
が
あ
る
と
警
告
す
る
。

で
は
、
十
二
紀
で
は
、
春
・
夏
・
冬
に
お
け
る
軍
事
行
動
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
春
の
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

是
月
也
、
不
可
以
稱
兵
。
稱
兵
必
有
天
殃
。
兵
戎
不
起
、
不
可
以
從
我
始
。
無
變
天
之
道
。
無
絕
地
之
理
。
無
亂
人
之
紀
。（
孟
春
紀
孟
春
篇
）

是
の
月
や
、
以
て
兵
を
称あ

ぐ
べ
か
ら
ず
。
兵
を
称
ぐ
れ
ば
必
ず
天
殃
有
り
。
兵
戎
起
き
ざ
れ
ば
、
以
て
我
よ
り
始
む
べ
か
ら
ず
。
天
の
道
を
変
ず
る
無
か

れ
。
地
の
理
を
絶
つ
無
か
れ
。
人
の
紀
を
乱
す
無
か
れ
。

 

孟
春
行
夏
令
、
則
風
雨
不
時
、
草
木
早
槁
、
國
乃
有
恐
。
行
秋
令
、
則
民
大
疫
、
疾
風
暴
雨
數
至
、
藜
莠
蓬
蒿
並
興
。
行
冬
令
、
則
水
潦
為
敗
、
霜
雪
大

摯
、
首
種
不
入
。（
同
） 

孟
春
に
夏
令
を
行
え
ば
、
則
ち
風
雨
時
な
ら
ず
、
草
木
早
く
槁
れ
、
国
乃
ち
恐
れ
有
り
。
秋
令
を
行
え
ば
、
則
ち
民
大
い
に
疫
し
、
疾
風
暴
雨
数
し
ば
至

り
、
藜
莠
蓬
蒿
並
び
興
る
。
冬
令
を
行
え
ば
、
則
ち
水
潦 

敗
を
為
し
、
霜
雪
大
い
に
摯い
た

り
、
首
種
入
ら
ず
。 
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季
春
行
冬
令
、
則
寒
氣
時
發
、
草
木
皆
肅
、
國
有
大
恐
。
行
夏
令
、
則
民
多
疾
疫
、
時
雨
不
降
、
山
陵
不
收
。
行
秋
令
、
則
天
多
沈
陰
、
淫
雨
早
降
、
兵
革

並
起
。（
同
）

季
春
に
冬
令
を
行
え
ば
、
則
ち
寒
気
時
に
発
し
、
草
木
皆
肅ち

ぢ

み
、
国
に
大
恐
有
り
。
夏
令
を
行
え
ば
、
則
ち
民
に
疾
疫
多
く
、
時
雨
降
ら
ず
、
山
陵
収
ま
ら

ず
。
秋
令
を
行
え
ば
、
則
ち
天 

沈
陰
多
く
、
淫
雨
早
く
降
り
、
兵
革
並
び
起
こ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
春
に
お
け
る
興
軍
は
厳
し
く
否
定
さ
れ
て
い
る
。
挙
兵
す
れ
ば
必
ず
「
天
殃
」
が
あ
り
、
決
し
て
自
分
の
方
か
ら
興
軍
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
。
そ
し
て
、
も
し
春
に
「
秋
令
」
を
行
う
と
（
す
な
わ
ち
軍
事
を
興
せ
ば
）、
民
に
疫
病
が
発
生
し
、
疾
風
や
暴
風
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
な
ど
、
混
乱
が
生

ず
る
と
い
う
。
ま
た
、
春
に
「
冬
令
」
を
行
う
と
、
冬
に
興
す
べ
き
で
は
な
い
「
兵
革
」
が
複
数
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
春
は
軍
事
の
季
節
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

で
は
、
夏
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

是
月
也
、
樹
木
方
盛
、
乃
命
虞
人
入
山
行
木
、
無
或
斬
伐
。
不
可
以
興
土
功
、
不
可
以
合
諸
侯
、
不
可
以
起
兵
動
眾
。
無
舉
大
事
、
以
搖
蕩
于
氣
。
無
發
令

而
干
時
、
以
妨
神
農
之
事
。
水
潦
盛
昌
、
命
神
農
、
將
巡
功
。
舉
大
事
則
有
天
殃
。（
季
夏
紀
季
夏
篇
）

是
の
月
や
、
樹
木
方ま

さ

に
盛
ん
な
れ
ば
、
乃
ち
虞
人
に
命
じ
て
山
に
入
り
木
を
行め
ぐ

り
、
斬
伐
す
る
こ
と
或
る
無
か
ら
し
む
。
以
て
土
功
を
興
す
べ
か
ら
ず
、
以

て
諸
侯
を
合
す
べ
か
ら
ず
、
以
て
兵
を
起
こ
し
衆
を
動
か
す
べ
か
ら
ず
。
大
事
を
挙
げ
て
、
以
て
気
を
搖
蕩
す
る
無
か
れ
。
令
を
発
し
て
時
を
干お

か

し
、
以
て

神
農
の
事
を
妨
ぐ
る
無
か
れ
。
水
潦
盛
昌
な
れ
ば
、
神
農
に
命
じ
て
、
将
て
功
を
巡
ら
し
む
。
大
事
を
挙
ぐ
れ
ば
則
ち
天
殃
有
り
。

夏
も
や
は
り
、
軍
事
を
興
し
大
衆
を
動
員
す
べ
き
季
節
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。「
神
農
の
事
」
す
な
わ
ち
農
業
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し

て
、「
大
事
」（
軍
事
）
を
興
せ
ば
、「
天
殃
」
が
あ
る
と
い
う
。

最
後
に
、
冬
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
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仲
冬
行
夏
令
、
則
其
國
乃
旱
、
氣
（
氛
）
霧
冥
冥
、
雷
乃
發
聲
。
行
秋
令
、
則
天
時
雨
汁
、
瓜
瓠
不
成
、
國
有
大
兵
。
行
春
令
、
則
蟲
螟
為
敗
、
水
泉
減

竭
、
民
多
疾
癘
。（
仲
冬
紀
仲
冬
篇
） 

仲
冬
に
夏
令
を
行
え
ば
、
則
ち
其
の
国
乃
ち
旱
し
、
氛
霧
冥
冥
、
雷
乃
ち
声
を
発
す
。
秋
令
を
行
え
ば
、
則
ち
天 

時
に
汁
を
雨
ら
し
、
瓜
瓠
成
ら
ず
、
国

に
大
兵
有
り
。
春
令
を
行
え
ば
、
則
ち
虫
螟
敗
を
為
し
、
水
泉
減
竭
し
、
民
に
疾
癘
多
し
。 

冬
は
物
事
を
蔵
す
る
季
節
。
冬
に
「
秋
令
」
を
行
う
と
、
霙
が
降
り
続
き
、
国
内
で
大
き
な
戦
争
が
勃
発
す
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
十
二
紀
で
は
、「
秋
」
を
軍
事
の
季
節
と
し
、
そ
れ
以
外
の
春
・
夏
・
冬
に
軍
事
行
動
を
と
れ
ば
、「
天
殃
」
が
下
り
、
様
々
な
弊
害
が
あ
る
と

警
告
す
る
の
で
あ
る
。

時
令
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
節
に
ふ
さ
わ
し
い
人
事
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
時
節
に
は
ず
れ
た
人
事
を
行
う
と
天
の
災
禍
が
下
る
と
す
る
天
人
相
関
思
想
で
あ

る
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
、『
呂
氏
春
秋
』
や
『
礼
記
』
は
、
軍
事
を
「
秋
」
に
限
定
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、『
孫
子
』
十
三
篇
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
孫
子
』
は
こ
う
し
た
天
人
相
関
思
想
か
ら
は
全
く
異
な
る
視
点
で
軍
事
の
時
を
論
じ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
利
」
に
合
致
す
る
か
否
か
が
興
軍
の
可
否
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
季
節
を
特
定
す
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
次
の
九
地
篇
の
主
張

は
そ
の
端
的
な
例
で
あ
る
。

古
之
善
用
兵
者
、
能
使
敵
人
前
後
不
相
及
、
眾
寡
不
相
恃
、
貴
賤
不
相
救
、
上
下
不
相
收
（
扶
）、
卒
離
而
不
集
、
兵
合
而
不
齊
。
合
於
利
而
動
、
不
合
於

利
而
止
。（『
孫
子
』
九
地
篇
）

古
の
善
く
兵
を
用
い
る
者
は
、
能
く
敵
人
を
し
て
前
後
相
及
ば
ず
、
衆
寡
相
恃
ま
ず
、
貴
賤
相
救
わ
ず
、
上
下
相
扶
け
ず
、
卒
離
れ
て
集
ま
ら
ず
、
兵
合
し

て
斉
わ
ざ
ら
し
む
。
利
に
合
え
ば
而
ち
動
き
、
利
に
合
わ
ざ
れ
ば
而
ち
止
ま
る
。

軍
事
行
動
の
可
否
を
「
利
」
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
で
論
じ
て
い
る
。
次
の
火
攻
篇
の
記
述
も
同
様
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
更
に
、
興
軍
の
動
機
と
し
て
は
な
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ら
な
い
も
の
と
し
て
、
君
主
や
将
軍
の
個
人
的
な
怨
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

故
曰
、
明
主
慮
之
、
良
將
修
之
。
非
利
不
動
、
非
得
不
用
、
非
危
不
戰
。
主
不
可
以
怒
而
興
師
、
將
不
可
以
慍
而
致
戰
。
合
於
利
而
動
、
不
合
於
利
而
止
。

怒
可
以
復
喜
、
慍
可
以
復
悦
、
亡
國
不
可
以
復
存
、
死
者
不
可
以
復
生
。
故
明
主
慎
之
、
良
將
警
之
、
此
安
國
全
軍
之
道
也
。（
火
攻
篇
）

故
に
曰
く
、
明
主
は
之
を
慮
り
、
良
将
は
之
を
修
む
。
利
に
非
ざ
れ
ば
動
か
ず
、
得
る
に
非
ざ
れ
ば
用
い
ず
、
危
う
き
に
非
ざ
れ
ば
戦
わ
ず
。
主
は
怒
り
を

以
て
師
を
興
す
べ
か
ら
ず
、
将
は
慍
り
を
以
て
戦
い
を
致
す
べ
か
ら
ず
。
利
に
合
え
ば
而
ち
動
き
、
利
に
合
わ
ざ
れ
ば
而
ち
止
ま
る
。
怒
り
は
以
て
復
た
喜

ぶ
べ
く
、
慍
り
は
以
て
復
た
悦
ぶ
べ
き
も
、
亡
国
は
以
て
復
た
存
す
べ
か
ら
ず
、
死
者
は
以
て
復
た
生
く
べ
か
ら
ず
。
故
に
明
主
は
之
を
慎
み
、
良
将
は
之

を
警い

ま
し

む
。
此
れ
国
を
安
ん
じ
軍
を
全
う
す
る
の
道
な
り
。

君
主
が
怒
り
に
任
せ
て
開
戦
を
命
じ
た
り
、
将
軍
が
個
人
的
な
恨
み
に
報
い
る
た
め
に
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
利
益
に
か
な
え
ば
発
動
し
、
利
益
に

合
わ
な
け
れ
ば
中
止
す
る
。
怒
り
は
い
つ
か
喜
び
に
転
じ
、
恨
み
も
い
つ
か
楽
し
み
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
滅
亡
し
た
国
家
は
再
興
で
き
ず
、
死
者
も
二
度

と
は
よ
み
が
え
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
戦
い
を
発
動
す
る
契
機
が
、
客
観
的
な
条
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。『
孫
子
』
が
強
調
す
る
の
は
、「
利
」
に
合
致
す
る

か
否
か
の
一
点
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
「
利
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
戦
略
拠
点
と
な
る
城
塞
や
重
要
な
行
軍
路
、
軍
事
行
動
を
支
え

る
食
糧
・
物
資
な
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
の
内
の
物
資
・
食
糧
に
つ
い
て
『
孫
子
』
は
、
敵
か
ら
奪
取
す
べ
き
だ
と
説
く
。

 

・
善
用
兵
者
、
役
不
再
籍
、
糧
不
三
載
。
取
用
于
國
、
因
糧
于
敵
。
故
軍
食
可
足
也
。（
作
戦
篇
）

　

善
く
兵
を
用
い
る
者
は
、
役
は
再
び
は
籍
せ
ず
、
糧
は
三
た
び
は
載
せ
ず
。
用
を
国
に
取
り
、
糧
を
敵
に
因
る
。
故
に
軍
食
足
る
べ
き
な
り
。

 

・
智
將
務
食
于
敵
。
食
敵
一
鐘
、
當
吾
二
十
鐘
、

秆
一
石
、
當
吾
二
十
石
。（
同
）

　

智
将
は
務
め
て
敵
に
食
む
。
敵
の
一
鐘
を
食
む
は
、
吾
が
二
十
鐘
に
当
た
り
、

秆
一
石
は
、
吾
が
二
十
石
に
当
た
る
。
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・
取
敵
之
貨
者
、
利
也
。
故
車
戰
、
得
車
十
乘
已
上
、
賞
其
先
得
者
、
而
更
其
旌
旗
、
車
雜
而
乘
之
。
卒
善
而
養
之
、
是
謂
勝
敵
而
益
強
。（
同
）

敵
の
貨
を
取
る
者
は
、
利
な
り
。
故
に
車
戦
に
、
車
十
乗
以
上
を
得
れ
ば
、
其
の
先
ず
得
た
る
者
を
賞
し
、
而
し
て
其
の
旌
旗
を
更
め
、
車
は
雑
え
て
之

に
乗
ら
し
め
、
卒
は
善
く
し
て
之
を
養
わ
し
む
。
是
れ
を
敵
に
勝
ち
て
強
を
益
す
と
謂
う
。

こ
の
作
戦
篇
で
説
か
れ
る
の
は
、
物
資
・
食
糧
な
ど
の
現
地
調
達
の
原
則
で
あ
る
。
自
軍
が
国
境
を
越
え
て
他
国
に
侵
攻
す
る
場
合
、
兵
站
戦
は
伸
び
て
、
自

国
か
ら
の
物
資
の
調
達
は
困
難
を
来
す
。
そ
こ
で
、
軍
隊
は
「
糧
」「
貨
」
な
ど
の
「
利
」
を
「
敵
」
か
ら
奪
取
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
利
」
の

獲
得
が
容
易
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
時
こ
そ
、『
孫
子
』
に
と
っ
て
軍
を
発
動
す
べ
き
一
つ
の
時
な
の
で
あ
る
。

な
お
、『
孫
子
』
に
も
、「
時
」
の
語
は
見
え
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
時
令
説
に
お
け
る
よ
う
な
四
時
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
計
篇
で
は
、「
五
事
」
の
一
つ
に

「
天
」
を
挙
げ
、
そ
の
内
訳
を
「
天
者
、
陰
陽
・
寒
暑
・
時
制
也
」
と
説
く
。
ま
た
、
火
攻
篇
で
は
、「
孫
子
曰
、
凡
火
攻
有
五
、
…
…
発
火
有
時
、
起
火
有
日
。

時
者
、
天
之
燥
也
。
日
者
、
月
在
箕
・
壁
・
翼
・
軫
也
。
凡
此
四
宿
者
、
風
起
之
日
也
」
と
述
べ
、
風
の
起
こ
り
や
す
い
日
を
、
火
攻
め
に
有
効
な
日
だ
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
『
孫
子
』
に
説
か
れ
る
「
時
」
や
「
利
」
を
確
認
す
る
と
、「
春
」
を
挙
兵
の
時
節
だ
と
す
る
起
師
篇
は
、「
利
」
を
重
視
す
る
『
孫
子
』
の
思
想

を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
更
に
具
体
化
し
よ
う
と
し
た
一
つ
の
思
索
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

春
は
食
糧
や
物
資
を
敵
か
ら
奪
う
の
に
有
利
な
季
節
だ
と
い
う
の
が
「
起
師
」
の
主
張
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
季
節
を
春
に
特
定
す
る
こ
と
の
弊
害
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
。『
孫
子
』
が
「
時
」
の
重
要
性
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
特
定
の
季
節
を
挙
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
起
師
」
は
春

こ
そ
興
軍
の
季
節
だ
と
し
た
。『
孫
子
』
が
普
遍
性
・
応
用
性
を
持
つ
の
に
対
し
て
、「
起
師
」
は
極
め
て
具
体
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
、『
孫
子
』
と
「
起
師
」
と

の
重
要
な
相
違
点
で
も
あ
る
。
春
が
興
軍
に
有
利
な
季
節
だ
と
言
っ
て
も
、
実
際
の
戦
争
で
は
、
必
ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
夏
や
秋

に
挙
兵
し
て
勝
利
し
た
例
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
起
師
」
の
よ
う
な
主
張
は
、
具
体
性
を
持
つ
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
る
も
の
の
、
実
戦
・
実

体
験
と
の
間
で
齟
齬
を
来
た
し
、
こ
う
し
た
思
考
は
次
第
に
伝
承
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
他
の
古
代
兵
書
で
こ
う
し
た
主
張
を
す
る
も
の
は
見
あ
た

ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
他
の
兵
書
に
も
視
野
を
広
げ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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三
、
古
代
兵
書
の
説
く
興
軍
の
時

ま
ず
、『
呉
子
』
で
は
、
挙
兵
の
儀
式
（
手
続
き
）
と
し
て
や
や
呪
術
的
な
要
素
も
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
『
孫
子
』
同
様
、
利
に
合
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
合
理
的
思
考
が
貫
か
れ
て
い
る
。

是
以
有
道
之
主
、
將
用
其
民
、
先
和
而
造
大
事
。
不
敢
信
其
私
謀
、
必
告
於
祖
廟
、
啓
於
元
龜
、
参
之
天
時
、
吉
乃
後
舉
。（『
呉
子
』
図
国
篇
）

是
を
以
て
有
道
の
主
、
将
に
其
の
民
を
用
い
ん
と
す
れ
ば
、
和
を
先
に
し
て
大
事
を
造
す
。
敢
て
其
の
私
謀
を
信
ぜ
ず
、
必
ず
祖
廟
に
告
げ
、
元
亀
に
啓
し

て
、
之
を
天
時
に
参
し
、
吉
な
れ
ば
乃
ち
後
挙
ぐ
。

こ
こ
で
は
、「
天
時
」（
自
然
の
時
節
）
を
考
慮
し
て
、
吉
で
あ
れ
ば
挙
兵
す
る
と
述
べ
る
。
も
う
少
し
具
体
的
な
時
節
に
つ
い
て
述
べ
る
の
は
、
料
敵
篇
で
あ

る
。

呉
子
曰
、
凡
料
敵
、
有
不
卜
而
與
之
戰
者
八
。
一
曰
、
疾
風
大
寒
、
早
興
寤
遷
、
刋
木
濟
水
、
不
憚
艱
難
。
二
曰
、
盛
夏
炎
熱
、
晏
興
無
間
、
行
驅
飢
渇
、

務
於
取
遠
。（
料
敵
篇
）

呉
子
曰
く
、
凡
そ
敵
を
料
る
に
、
卜
せ
ず
し
て
之
と
戦
う
こ
と
八
有
り
。
一
に
曰
く
、
疾
風
大
寒
な
る
に
、
早
く
興
き
寤
め
て
遷
り
、
木
を
刊
り
て
水
を
済

り
、
艱
難
を
憚
ら
ず
。
二
に
曰
く
、
盛
夏
炎
熱
な
る
に
、
晏
く
興
き
て
間
無
く
、
行
駆
し
て
飢
渇
し
、
遠
き
を
取
る
に
務
む
。

大
寒
や
盛
夏
に
困
難
な
行
軍
を
し
て
い
る
よ
う
な
敵
は
、
撃
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
厳
寒
期
や
猛
暑
の
時
節
は
興
軍
の
時
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、『
孫
臏
兵
法
』
も
、
基
本
的
に
は
人
事
を
重
視
す
る
『
孫
子
』
の
合
理
的
思
考
を
継
承
し
て
い
る
。
た
だ
月
戦
篇
に
、
勝
率
と
天
体
と
の
関
係
を
説
く

部
分
が
あ
る
。
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孫
子
曰
、
間
於
天
地
之
間
、
莫
貴
於
人
。
戰
□
□
□
□
不
單
。
天
時
、
地
利
、
人
和
、
三
者
不
得
、
雖
勝
有
央
（
殃
）。（
中
略
）
孫
子
曰
、
十
戰
而
六
勝
、

以
星
也
。
十
戰
而
七
勝
、
以
日
者
也
。
十
戰
而
八
勝
、
以
月
者
也
。
十
戰
而
九
勝
、
月
有
…
…
【
十
戰
】
而
十
勝
、
將
善
而
生
過
者
也
。（『
孫
臏
兵
法
』
月

戦
篇
）

孫
子
曰
く
、
天
地
の
間
に
間
す
る
は
、
人
よ
り
貴
き
は
莫
し
。
戦
□
□
□
□
不
単
。
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
、
三
者
得
ざ
れ
ば
、
勝
つ
と
雖
も
殃
有

り
。（
中
略
）
孫
子
曰
く
、
十
戦
し
て
六
勝
す
る
は
、
星
を
以
て
す
る
な
り
。
十
戦
し
て
七
勝
す
る
は
、
日
を
以
て
す
る
者
な
り
。
十
戦
し
て
八
勝
す
る

は
、
月
を
以
て
す
る
者
な
り
。
十
戦
し
て
九
勝
す
る
は
、
月
有
…
…
【
十
戦
し
て
】
十
勝
す
る
は
、
将
に
善
か
ら
ん
と
し
て
過
を
生
ず
る
者
な
り
。

月
は
、
陰
気
の
集
積
で
あ
り
、
物
事
の
刑
殺
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
戦
争
は
月
の
盛
ん
な
時
に
行
う
べ
き
だ
と
の
思
考
が
促
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
勝

率
七
割
と
さ
れ
て
お
り
、「
月
戦
」
の
優
位
性
が
主
張
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
『
孫
臏
兵
法
』
月
戦
篇
で
も
、
そ
の
冒
頭
に
「
天
地
の
間
に
間
す
る
は
、
人
よ
り

貴
き
は
莫
し
」
と
明
言
さ
れ
て
い
て
、
最
も
重
要
な
の
は
人
事
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
大
事
な
の
は
人
事
の
利
で
あ
り
、
単
純
に
月
の
時
が
有
利

だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
『
六
韜
』
を
見
て
み
よ
う
。『
六
韜
』
農
器
篇
に
、
農
事
と
軍
事
と
の
関
係
を
説
く
一
節
が
あ
る
。

太
公
曰
、
戰
攻
守
禦
之
具
、
盡
在
於
人
事
。
…
…
春
鏺
草
棘
、
其
戰
車
騎
也
。
夏
耨
田
疇
、
其
戰
小
兵
也
。
秋
刈
禾
薪
、
其
糧
食
儲
備
也
。
冬
實
倉
廩
、
其

堅
守
也
。
…
…
春
秋
治
城
郭
修
溝
渠
、
其
塹
壘
也
。
故
用
兵
之
具
、
盡
於
人
事
也
。
…
…
武
王
曰
善
哉
。（『
六
韜
』
農
器
篇
）

太
公
曰
く
、
戦
攻
守
禦
の
具
は
、
尽
く
人
事
に
在
り
。
…
…
春 

草
棘
を
鏺か

る
は
、
其
の
車
騎
を
戦
わ
し
む
る
な
り
。
夏 

田
疇
を
耨く
さ
ぎ

る
は
、
其
の
小
兵
を

戦
わ
し
む
る
な
り
。
秋 

禾
薪
を
刈
る
は
、
其
の
糧
食
の
儲
備
な
り
。
冬 
倉
廩
を
実
た
す
は
、
其
の
堅
守
な
り
。
…
…
春
秋
に
城
郭
を
治
め
溝
渠
を
修
む
る

は
、
其
の
塹
塁
な
り
。
故
に
用
兵
の
具
は
、
人
事
に
尽
く
る
な
り
。
…
…
武
王
曰
く
善
い
か
な
。

こ
こ
で
は
、
農
事
と
戦
事
と
を
対
照
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
大
切
な
行
動
が
あ
る
と
説
く
。「
起
師
」
の
よ
う
に
、
単
に
春
を
興
軍
の
季
節
と
す
る
の
で
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は
な
い
。
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
の
は
「
人
事
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

次
に
、『
司
馬
法
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。『
司
馬
法
』
は
興
軍
が
「
時
」
に
違
わ
な
い
よ
う
に
と
説
き
、
具
体
的
に
は
、
冬
と
夏
に
は
行
軍
し
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。

戰
道
不
違
時
、
不
歷
民
病
、
所
以
愛
吾
民
也
。
不
加
喪
、
不
因
凶
、
所
以
愛
夫
其
民
也
。
冬
夏
不
興
師
、
所
以
兼
愛
民
也
。
故
國
雖
大
、
好
戰
必
亡
。
天
下

雖
安
、
忘
戰
必
危
。
天
下
旣
平
、
天
子
大
愷
、
春
嵬
、
秋
獮
、
諸
侯
春
振
旅
、
秋
治
兵
、
所
以
不
忘
戰
也
。（『
司
馬
法
』
仁
本
篇
）

戦
道 

時
に
違
わ
ず
、
民
に
病
を
歴
ざ
る
は
、
吾
が
民
を
愛
す
る
所
以
な
り
。
喪
に
加
え
ず
、
凶
に
因
ら
ざ
る
は
、
夫か其
の
民
を
愛
す
る
所
以
な
り
。
冬
夏

に
師
を
興
さ
ざ
る
は
、
民
を
兼
愛
す
る
所
以
な
り
。
故
に
国
大
な
り
と
雖
も
、
戦
い
を
好
め
ば
必
ず
亡
ぶ
。
天
下
安
し
と
雖
も
、
戦
を
忘
る
れ
ば
必
ず
危

し
。
天
下
既
に
平
ら
か
に
し
て
、
天
子
大
い
に
愷た

の

し
む
も
、
春
に
蒐
し
、
秋
に
獮
し
、
諸
侯
は
春
に
振
旅
し
、
秋
に
治
兵
す
る
は
、
戦
を
忘
れ
ざ
る
所
以
な

り
。

農
繁
期
や
疫
病
を
避
け
、
冬
夏
に
挙
兵
し
な
い
の
は
民
を
愛
す
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
厳
冬
期
や
猛
暑
の
時
節
に
挙
兵
す
る
こ
と
を
戒
め
た
『
呉

子
』
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
『
司
馬
法
』
仁
本
篇
で
は
、
平
時
の
際
に
も
、
春
秋
に
軍
事
演
習
を
行
う
べ
き
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
平
時
に
あ
っ
て
も

戦
争
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
の
心
構
え
を
説
く
も
の
で
、
春
や
秋
の
興
軍
を
勧
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
。

で
は
次
に
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
中
か
ら
「
兵
失
」
篇
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
篇
は
、
発
見
後
の
整
理
で
一
旦
『
孫
臏
兵
法
』
に

編
入
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
刊
行
の
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
で
外
さ
れ
、
こ
の
た
び
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
で
「
論
政
論
兵
之

類
」
の
中
に
新
た
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
兵
用
力
多
功
少
、
不
知
時
者
也
。（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
兵
失
」）

兵 

力
を
用
い
る
こ
と
多
き
も
功
少
き
は
、
時
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
。

・
兵
見
善
而
怠
、
時
至
而
疑
、
去
非
而
弗
能
居
、
止
道
也
。（
同
）
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兵 

善
を
見
る
も
怠
り
、
時
至
る
も
疑
い
、
非
を
去
る
も
居
る
能
わ
ざ
る
は
、
止
道
な
り
。

こ
こ
で
は
、
興
軍
の
「
時
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
れ
は
具
体
的
な
四
時
で
は
な
い
。『
孫
子
』
の
説
く
よ
う
な
「
利
」
に
合
致
す
る
「
時
」
な
の
で

あ
ろ
う
。

最
後
に
、
新
出
資
料
で
あ
る
張
家
山
漢
簡
『
蓋
廬
』
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
一
九
八
〇
年
、
中
国
の
湖
北
省
江
陵
の
張
家
山
で
多
く
の
副
葬
品
を
伴
う
漢
代
の

墓
が
見
つ
か
っ
た
。
張
家
山
第
二
四
七
号
墓
と
命
名
さ
れ
た
こ
の
墓
の
中
に
は
、
竹
簡
に
記
さ
れ
た
古
代
文
書
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、『
蓋
廬
』
も
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
。

『
蓋
廬
』
は
、
全
五
十
五
枚
の
竹
簡
か
ら
な
る
。
竹
簡
の
長
さ
は
、
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
。
内
容
は
、
全
九
章
に
分
か
れ
る
。「
蓋
廬
」
と
は
、
第
五
十
五
簡
の

裏
面
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
文
献
の
タ
イ
ト
ル
と
推
測
さ
れ
る
。
各
章
は
、
呉
王
闔
廬
（
原
文
で
は
「
蓋
廬
」
と
記
さ
れ
る
）
の
問
題
提
起
に
始
ま
り
、
そ

れ
に
、
臣
下
の
伍
子
胥
（
原
文
で
は
「
申
胥
」
と
記
載
さ
れ
る
）
が
答
え
る
、
と
い
う
体
裁
で
統
一
さ
れ
て
い
る（

４
）。

冒
頭
の
第
一
章
で
は
、
闔
廬
が
「
天
下
を
有た

も

つ
」
方
法
に
つ
い
て
問
う
。
こ
れ
に
答
え
て
伍
子
胥
は
こ
う
述
べ
る
。

凡
有
天
下
、
無
道
則
毀
、
有
道
則
舉
。
行
義
則
上
、
廢
義
則
下
。

凡
そ
天
下
を
有
つ
は
、
道
無
け
れ
ば
則
ち
毀
れ
、
道
有
れ
ば
則
ち
挙
ぐ
。
義
を
行
え
ば
則
ち
上
り
、
義
を
廃
す
れ
ば
則
ち
下
ら
ん
。

「
道
」「
義
」
に
従
う
者
は
、
機
運
が
上
昇
す
る
が
、
そ
れ
を
無
視
す
る
者
は
降
下
し
て
い
く
と
い
う
理
屈
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
人
為
的
な
努
力
を
言
っ
て

い
る
よ
う
で
、『
孫
子
』『
呉
子
』
の
よ
う
な
兵
書
が
説
い
て
も
ま
っ
た
く
違
和
感
の
な
い
主
張
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、『
蓋
廬
』
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、「
天
の
時
」
と
の
関
係
を
説
く
。

循
天
之
時
、
逆
之
有
禍
、
順
之
有
福
。

天
の
時
に
循し

た
が

う
に
、
之
に
逆
ら
え
ば
禍
有
り
、
之
に
順
え
ば
福
有
り
。
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禍
福
吉
凶
は
、「
天
の
時
」
に
従
う
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
人
事
の
枠
内
だ
け
で
戦
争
を
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。
人
智
を
超
え
た

「
天
の
時
」
が
勝
敗
の
帰
趨
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
思
考
で
あ
る
。

で
は
「
天
の
時
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
伍
子
胥
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
春
夏
秋
冬
の
「
四
時
」、
木
火
土
金
水

の
「
五
行
」
で
あ
る
。
四
時
や
五
行
の
循
環
法
則
に
従
う
か
ど
う
か
が
勝
敗
の
分
か
れ
目
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
念
は
、
空
間
や
時
間
の
関
係
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
伍
子
胥
は
闔
廬
の
問
い
に
答
え
て
こ
う
述
べ
る
。

（
１
） 

左
青
龍
、
右
白
虎
可
以
戰
。

青
龍
を
左
に
し
、
白
虎
を
右
に
し
て
以
て
戦
う
べ
し
。

（
２
） 

太
白
入
月
、
熒
惑
入
月
可
以
戰
。
日
月
並
食
可
以
戰
。
是
謂
從
天
四
殃
、
以
戰
必
慶
。

太た
い

白は
く

月
に
入
り
、
熒け
い

惑わ
く

月
に
入
り
て
以
て
戦
う
べ
し
。
日
月
並
び
に
食
し
て
以
て
戦
う
べ
し
。
是
れ
天
の
四し

殃お
う

に
従
う
と
謂い

い
、
以
て
戦
え
ば
必
ず
慶

す
。

（
３
） 

彼
興
之
以
木
、
吾
擊
之
以
金
。

彼
之こ

れ

を
興
す
に
木
を
以
て
す
れ
ば
、
吾
れ
之
を
撃
つ
に
金
を
以
て
す
。

（
４
） 

春
擊
其
右
、
夏
擊
其
裏
、
秋
擊
其
左
、
冬
擊
其
表
。
此
謂
背
生
擊
死
、
此
四
時
勝
也
。

春
に
は
其
の
右
を
撃
ち
、
夏
に
は
其
の
裏
を
撃
ち
、
秋
に
は
其
の
左
を
撃
ち
、
冬
に
は
其
の
表
を
撃
つ
。
此
れ
を
生
を
背
に
し
て
死
を
撃
つ
と
謂
う
。

此
れ
四
時
の
勝
な
り
。

た
と
え
ば
、（
１
）
の
「
青
龍
」
と
「
白
虎
」
の
関
係
に
つ
い
て
。
陰
陽
五
行
説
に
よ
れ
ば
、
青
龍
は
東
、
白
虎
は
西
の
守
護
神
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
伍
子

胥
の
（
１
）
の
主
張
は
、
自
軍
が
北
側
、
敵
軍
が
南
側
に
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
北
か
ら
南
を
見
て
左
手
が
青
龍
、
右
手
が
白
虎
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
位
置
関
係
を
保
て
ば
、
四
神
の
加
護
を
得
て
勝
利
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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ま
た
、（
２
）
の
太
白
（
金
星
）
と
月
が
重
な
り
、
熒
惑
（
火
星
）
と
月
が
重
な
る
と
い
う
天
体
の
位
置
関
係
、
更
に
太
陽
と
月
と
の
「
食
」
な
ど
は
、
必
勝

の
時
に
当
た
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
こ
ち
ら
が
相
手
を
食
す
（
覆
う
）
と
い
う
形
が
勝
利
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。（
３
）
は
、
相
手
が
「
木
」
で
来
れ

ば
、
こ
ち
ら
は
「
金
」
で
応
戦
す
る
。
つ
ま
り
、「
金
は
木
に
勝
つ
」
と
い
う
五
行
相
剋
の
関
係
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
稿
と
の
関
係
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、（
４
）
の
四
時
と
戦
争
と
の
関
係
で
あ
る
。
春
は
敵
陣
の
右
側
を
攻
撃
し
、
夏
は
相
手
の
背
後
を
襲

い
、
秋
は
左
側
を
攻
撃
し
、
冬
は
相
手
の
正
面
か
ら
攻
撃
を
し
か
け
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
は
み
な
、
典
型
的
な
「
兵
陰
陽
」
の
兵
法
で
あ
る（

５
）。

こ
れ
ま
で
、
兵
陰
陽
の
兵
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
断
片
が
伝
わ
る
程
度
で
、
ま
と
ま
っ
た
兵
書
は

残
っ
て
い
な
か
っ
た
。『
蓋
廬
』
は
そ
の
原
理
と
具
体
的
な
言
説
を
見
事
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
思
想
に
お
い
て
、
軍
事
の
季
節
は
特
定
さ
れ

て
い
な
い
。「
起
師
」
の
よ
う
に
「
春
」
と
す
る
の
で
も
な
く
、
時
令
説
の
よ
う
に
「
秋
」
に
特
定
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
四
時
五
行
が
常
に
運
行
転
変
す
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
興
軍
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
兵
書
に
お
け
る
興
軍
の
時
節
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
と
、
興
軍
に
適
切
な
時
節
と
し
て
「
春
」
を
主
張
す
る
の
が
「
起
師
」
の
最
大

の
特
色
で
あ
る
と
、
改
め
て
理
解
さ
れ
よ
う
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
厳
冬
期
と
猛
暑
の
時
節
は
、
誰
が
考
え
て
も
興
軍
に
ふ
さ
わ
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、

「
春
」
が
興
軍
に
有
利
だ
と
す
る
主
張
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
起
師
」
以
外
に
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、『
呂
氏
春
秋
』
や
『
礼
記
』
な
ど
に
見
え
る
時
令
説
は
、「
秋
」
を
軍
事
の
季
節
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
天
人
相
関
思
想
の
一
つ
の
理
念

型
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
「
秋
」
だ
け
が
軍
事
の
季
節
と
は
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
時
令
説
と
い
う
理
念
そ
の
も
の
は
、
そ

の
後
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
起
師
」
は
天
人
相
関
思
想
と
い
う
理
念
で
は
な
く
、
現
実
の
「
利
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
春
」
を
興
軍
の
時
節
と
す
る
。
し
か
し
、
春
に

興
軍
し
て
も
実
際
に
は
敗
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
思
想
と
し
て
の
「
起
師
」
の
限
界
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
起
師
」
の
よ
う
な
主

張
が
影
響
力
を
持
た
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
こ
の
点
に
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
「
起
師
」
の
思
想
は
、『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
と
な
る
。
竹
簡
が
出
土
し
た
銀
雀
山
漢
墓
の
年
代
は
前
漢
武
帝
の
初
期
に
属
し
、
竹
簡
の
筆
写
時
期
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は
文
帝
・
景
帝
期
頃
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

６
）。

従
っ
て
、
こ
れ
が
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
成
立
の
下
限
と
な
る
。
た
だ
、「
起
師
」
が
「
客
」
と
「
主
人
」

と
を
区
分
し
た
上
で
興
軍
の
利
を
説
く
と
い
う
点
は
、
そ
れ
が
先
秦
期
の
著
作
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
戦
国
諸
国
の
敵

対
関
係
を
前
提
と
し
て
初
め
て
説
得
力
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
上
限
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
直
接
示
す
資
料
は
見
あ
た
ら
な
い
も
の
の
、
や
は
り
『
孫
子
』
以
降
の
著
作
物
と
考
え
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
な

ぜ
な
ら
、「
客
」「
主
人
」
と
い
う
軍
事
用
語
は
、
長
距
離
侵
攻
作
戦
の
存
在
を
前
提
と
し
て
構
築
さ
れ
た
『
孫
子
』
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、『
孫
子
』
以
前

の
戦
争
形
態
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
存
在
理
由
が
薄
い
か
ら
で
あ
る（

７
）。

従
っ
て
、
最
も
可
能
性
が
高
い
の
は
、『
孫
子
』
以
降
の
戦
国
期
に
お
い
て
成
立
し
た
兵
学
的
著
作
物
と
い
う
推
定
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、『
孫
子
』
は
、『
漢

書
』
芸
文
志
に
よ
る
と
、「
呉
孫
子
兵
法
八
十
二
篇
」「
斉
孫
子
兵
法
八
十
九
篇
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、「
起
師
」
も
、
現
在
伝
わ
る
十
三
篇
以
外
の

「
呉
孫
子
」
や
、「
斉
孫
子
」（
す
な
わ
ち
『
孫
臏
兵
法
』）
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
そ
う
し
た
可
能
性
も
棄
て
き
れ
な
い
。
た

だ
、
十
三
篇
『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
に
は
、
興
軍
の
時
と
し
て
「
春
」
を
特
定
す
る
と
い
う
思
考
は
見
ら
れ
な
い
。
同
一
書
内
で
、
一
方
で
は
「
時
」
が
大

切
だ
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
一
方
で
は
、
そ
れ
を
「
春
」
だ
と
特
定
す
る
の
は
、
や
や
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
時
を
重
視
す
る

『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
独
自
に
展
開
さ
せ
、
具
体
化
し
た
も
の
と
考
え
て
お
く
の
が
、
今
の
と
こ
ろ
最
も
妥
当
な
見
方
で
あ

ろ
う
。

四
、
中
国
古
代
兵
法
の
展
開

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
起
師
」
が
『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
の
よ
う
な
思
考
を
基
盤
と
し
て
更
に
独
自
の
展
開
を
遂
げ
た
兵
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
銀

雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
中
に
は
、
他
に
も
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
文
献
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
そ
の
こ
と
を
、「
将
義
」
篇
を
例
に
検

証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
将
義
」
篇
全
体
を
釈
読
す
る
。
釈
読
に
際
し
て
の
凡
例
は
、
先
の
「
起
師
」
篇
の
時
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
で
は
、

こ
れ
を
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
第
十
九
番
目
の
篇
と
し
て
掲
載
し
て
い
る（

８
）
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〈
原
文
〉

義①
将
一
一
九
四
背

將
者
不
可
以
不
義
、【
不
】
義
則
不
嚴
、【
不
嚴
】
則
不
威
、【
不
威
】
則
卒
弗
死
。
故
義
者
、
兵
之
首
也
。
將
者
不
可
以
不
仁
、
不
仁
則
軍
不
剋
（
克
）、
軍
不
剋

（
克
）
一
一
九
四
正
則
軍
无
功
。
故
仁
者
、
兵
之
腹
也
。
將
者
不
可
以
无
德
、
无
德
則
无
力
、
无
力
則
三
軍
之
利
不
得
。
故
德
者
、
兵
之
手
一
一
九
五
也
。
將
者
不
可
以

不
信
、
不
信
則
令
不
行
、
令
不
行
則
軍
不
槫②
、
軍
不
槫
則
无
名
。
故
信
者
、
兵
之
足
也
。
將
者
不
可
以③
智
（
知
）
勝
、
不
智
（
知
）
勝
一
一
九
六
…
…
則
軍
无
□
。

故
夬
（
決
）
者
、
兵
之
尾
也
。　

・
將
義
一
一
九
七

〈
書
き
下
し
文
〉

将
な
る
者
は
以
て
義
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
義
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
厳
な
ら
ず
、
厳
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
威
あ
ら
ず
、
威
あ
ら
ざ
れ
ば
則
ち
卒
死
せ
ず
。
故
に
義
な

る
者
は
、
兵
の
首
な
り
。

将
な
る
者
は
以
て
仁
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
仁
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
軍
克
た
ず
、
軍
克
た
ざ
れ
ば
則
ち
軍
に
功
无
し
。
故
に
仁
な
る
者
は
、
兵
の
腹
な
り
。

将
な
る
者
は
以
て
徳
无
か
る
べ
か
ら
ず
、
徳
无
け
れ
ば
則
ち
力
无
く
、
力
无
け
れ
ば
則
ち
三
軍
の
利
得
ら
れ
ず
。
故
に
徳
な
る
者
は
、
兵
の
手
な
り
。

将
な
る
者
は
以
て
信
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
信
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
令
行
わ
れ
ず
、
令
行
わ
れ
ざ
れ
ば
則
ち
軍
専
ら
な
ら
ず
、
軍
専
ら
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
名
无

し
。
故
に
信
な
る
者
は
、
兵
の
足
な
り
。

将
な
る
者
は
、
以
て
勝
ち
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
勝
ち
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
…
…
則
ち
軍
に
□
无
し
。
故
に
決
な
る
者
は
、
兵
の
尾
な
り
。　

・
将
義

〈
現
代
語
訳
〉

将
た
る
者
に
は
必
ず
義
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
義
が
な
け
れ
ば
厳
し
く
な
く
、
厳
し
く
な
け
れ
ば
恐
く
な
く
、
恐
く
な
け
れ
ば
兵
卒
は
（
将
の
た
め
に
）
死

ぬ
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
義
は
兵
の
首
で
あ
る
。

将
た
る
者
に
は
必
ず
仁
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仁
が
な
け
れ
ば
軍
は
戦
勝
し
て
平
和
を
克
復
で
き
な
い
。
軍
が
克
復
で
き
な
け
れ
ば
、
軍
に
功
績
は
認
め
ら
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れ
な
い
。
だ
か
ら
仁
は
兵
の
腹
で
あ
る
。

将
た
る
者
に
は
必
ず
徳
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徳
が
な
け
れ
ば
力
が
な
く
、
力
が
な
け
れ
ば
全
軍
の
利
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
徳
は
兵

の
手
で
あ
る
。

将
た
る
者
に
は
必
ず
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
信
が
な
け
れ
ば
命
令
は
行
わ
れ
ず
、
命
令
が
行
わ
な
け
れ
ば
軍
は
専
一
に
な
ら
ず
、
軍
が
専
一
で
な
け
れ
ば

功
名
も
な
い
（
足
跡
も
残
せ
な
い
）。
だ
か
ら
信
は
兵
の
足
で
あ
る
。

将
た
る
者
は
必
ず
勝
利
の
法
則
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勝
利
の
法
則
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
…
…
軍
に
…
…
は
な
い
。
だ
か
ら
決
断
は
兵
の
尾
で
あ
る
。

　

・
将
義

〈
語
注
〉

①
義
将
…
…
一
一
九
四
簡
背
面
に
記
さ
れ
た
篇
題
。
但
し
、
文
末
に
は
「
将
義
」
と
あ
り
、
こ
こ
と
語
順
が
逆
転
し
て
い
る
。
内
容
か
ら
考
え
て
、
篇
題
と
し
て

は
「
将
義
」
が
正
し
く
、
こ
こ
は
筆
写
の
際
に
誤
っ
て
転
倒
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

②
槫
…
…
ひ
つ
ぎ
車
、
丸
い
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
通
じ
な
い
。
原
釈
文
は
「
団
」
に
釈
読
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
字
形
を
尊
重
し
て
「
専
」
に
読
ん
で
お

き
た
い
。

③
不
智
（
知
）
勝
…
…
「
智
」「
勝
」
に
は
各
々
重
文
符
号
が
あ
る
。
こ
れ
が
一
一
九
六
簡
の
下
端
で
あ
り
、
次
の
一
一
九
七
簡
は
上
端
か
ら
「
則
軍
无
」
と
文

字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
原
釈
文
は
、
こ
こ
に
脱
簡
が
あ
る
と
推
測
し
て
で
あ
ろ
う
か
、「
…
…
」
記
号
を
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
文
章
の
展
開
か
ら
す

れ
ば
、「
…
…
故
に
勝
ち
を
知
る
は
兵
の
…
な
り
」
と
い
う
「
知
勝
」
に
関
す
る
ま
と
め
の
言
葉
が
あ
り
、
次
に
「
決
」
に
関
す
る
文
脈
が
続
く
と
推
測
さ

れ
、
や
は
り
脱
簡
の
可
能
性
を
指
摘
し
う
る
。
な
お
、「
知
勝
」
の
語
は
、『
孫
子
』
謀
攻
篇
に
、「
故
知
勝
有
五
、
知
可
以
與
戰
不
可
以
與
戰
者
勝
、
識
眾
寡

之
用
者
勝
、
上
下
同
欲
者
勝
、
以
虞
待
不
虞
者
勝
、
將
能
而
君
不
御
者
勝
。
此
五
者
、
知
勝
之
道
也
」
と
見
え
る
。

「
将
義
」
の
文
章
構
成
は
極
め
て
明
快
で
あ
る
。「
將
者
不
可
以
不
○
、
不
○
則
不
△
、
不
△
則
不
◇
、
…
…
。
故
○
者
、
兵
之
◎
也
」
と
い
う
構
文
で
統
一
さ

れ
て
い
る
。
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内
容
は
、
将
軍
と
し
て
持
つ
べ
き
重
要
な
資
質
に
つ
い
て
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、「
義
」「
仁
」「
徳
」「
信
」「
知
（
勝
）」「
決
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
を
体
の
部
位
に
関
連
づ
け
て
説
い
て
い
る（

９
）。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
主
張
は
、
他
の
兵
書
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
孫
子
』
で
は
、
周
知
の
通
り
、
計
篇
に
「
將
者
、
智
、
信
、

仁
、
勇
、
嚴
也
」
と
、
将
軍
の
資
質
を
五
つ
掲
げ
る
。「
智
」
を
筆
頭
に
挙
げ
る
の
は
『
孫
臏
兵
法
』
も
同
様
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

孫
子
曰
、
知
不
足
、
將
兵
自
恃
也
。
勇
不
足
、
將
兵
自
広
也
。
不
知
道
、
數
戰
不
足
、
將
兵
幸
也
。（『
孫
臏
兵
法
』
八
陣
篇
）

孫
子
曰
く
、
知
（
智
）
足
ら
ざ
れ
ば
、
将
兵
は
自
ら
恃
む
な
り
。
勇
足
ら
ざ
れ
ば
、
将
兵
自
ら
広
む
。
道
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
数
々
戦
い
て
足
ら
ず
、
将
兵
、

幸
う
な
り
。

こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
要
件
と
し
て
、「
知
（
智
）」「
勇
」「
知
道
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
孫
子
』
が
掲
げ
た
五
つ
の
内
、
特
に
「
智
」
と
「
勇
」
を
重
視

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、『
呉
子
』
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
、「
義
」
と
「
仁
」
の
重
要
性
を
説
く
。

明
主
鑒
茲
、
必
内
修
文
德
、
外
治
武
備
。
故
當
敵
而
不
進
、
無
逮
於
義
矣
。
僵
屍
而
哀
之
、
無
逮
於
仁
矣
。（『
呉
子
』
図
国
篇
）

明
主
茲
に
鑒
み
、
必
ず
内
に
文
徳
を
修
め
、
外
に
武
備
を
治
む
。
故
に
敵
に
当
た
り
て
進
ま
ざ
る
は
、
義
に
逮
ぶ
無
し
。
僵
屍
あ
り
て
之
を
哀
れ
む
は
、
仁

に
逮
ぶ
無
し
。

敵
に
直
面
し
て
い
る
の
に
進
撃
し
な
い
の
は
「
義
」
が
不
十
分
、
敵
の
屍
を
見
て
か
ら
哀
れ
む
の
は
、「
仁
」
と
い
う
点
で
不
十
分
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
図
国
篇
に
お
い
て
、「
聖
人
」
の
「
四
徳
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

是
以
聖
人
綏
之
以
道
、
理
之
以
義
、
動
之
以
禮
、
撫
之
以
仁
。
此
四
德
者
、
修
之
則
興
、
廃
之
則
衰
。
故
成
湯
討
桀
、
而
夏
民
喜
悦
、
周
武
伐
紂
、
而
殷
人
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不
非
。
舉
順
天
人
。
故
能
然
矣
。（
図
国
篇
）

是
を
以
て
聖
人
は
之
を
綏
ん
ず
る
に
道
を
以
て
し
、
之
を
理
む
る
に
義
を
以
て
し
、
之
を
動
か
す
に
礼
を
以
て
し
、
之
を
撫
す
る
に
仁
を
以
て
す
。
此
の
四

徳
は
、
之
を
修
む
れ
ば
則
ち
興
り
、
之
を
廃
す
れ
ば
則
ち
衰
う
。
故
に
成
湯 

桀
を
討
ち
て
、
夏
の
民
喜
悦
し
、
周
武 

紂
を
伐
ち
て
、
殷
人
非
と
せ
ず
。
挙 

天
人
に
順
う
。
故
に
能
く
然
る
。

す
な
わ
ち
、「
道
」「
義
」「
礼
」「
仁
」
を
四
徳
と
し
、
こ
の
四
徳
を
修
め
た
者
が
隆
盛
し
、
そ
れ
ら
を
廃
し
た
者
は
衰
亡
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
説

か
れ
る
「
四
徳
」
の
主
体
は
「
聖
人
」
で
は
あ
る
が
、「
討
」「
伐
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
の
資
質
と
し
て
も
応
用
で
き
る
内
容
で
あ
る
。『
呉

子
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
義
」「
仁
」
を
挙
げ
る
と
こ
ろ
が
、「
将
義
」
篇
に
類
似
し
て
い
る
。

た
だ
、
同
じ
く
『
呉
子
』
で
も
、
論
将
篇
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

呉
子
曰
、
夫
緫
文
武
者
軍
之
將
也
。
兼
剛
柔
者
兵
之
事
也
。
凡
人
論
將
、
常
観
於
勇
、
勇
之
於
將
、
乃
數
分
之
一
爾
。
夫
勇
者
輕
合
。
輕
合
而
不
知
利
未
可

也
。
故
將
之
所
愼
者
五
。
一
曰
理
、
二
曰
備
、
三
曰
果
、
四
曰
戒
、
五
曰
約
。（
論
将
篇
）

呉
子
曰
く
、
夫
れ
文
武
を
総
ぶ
る
者
は
軍
の
将
な
り
。
剛
柔
を
兼
ぬ
る
者
は
兵
の
事
な
り
。
凡
そ
人
の
将
を
論
ず
る
に
、
常
に
勇
に
観
る
も
、
勇
の
将
に
於

け
る
は
、
乃
ち
数
分
の
一
の
み
。
夫
れ
勇
者
は
合
を
軽
ん
ず
。
合
を
軽
ん
じ
て
利
を
知
ら
ざ
れ
ば
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
将
の
慎
む
所
の
者
は
五
。

一
に
曰
く
理
、
二
に
曰
く
備
、
三
に
曰
く
果
、
四
に
曰
く
戒
、
五
に
曰
く
約
。

『
孫
子
』
で
も
、「
勇
」
は
将
軍
の
資
質
と
し
て
、
よ
う
や
く
四
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
『
呉
子
』
論
将
篇
で
も
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
な

い
。
人
々
は
将
軍
を
と
か
く
「
勇
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
見
る
が
、
勇
は
将
軍
の
資
質
の
内
の
「
数
分
の
一
」
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
勇
を
過
信
す

る
将
軍
は
と
か
く
合
戦
を
容
易
に
考
え
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
将
軍
が
真
に
慎
む
べ
き
は
、「
理
」「
備
」「
果
」「
戒
」「
約
」
の
五
つ
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
内
、「
理
」
と
は
大
衆
を
動
員
し
て
統
率
す
る
の
に
、
あ
た
か
も
少
人
数
を
統
制
す
る
か
の
よ
う
に
整
然
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。「
備
」
と
は
、
一
旦

出
軍
し
た
ら
敵
が
い
る
か
の
よ
う
に
常
に
万
全
の
備
え
を
す
る
こ
と
。「
果
」
は
敵
に
臨
ん
で
生
還
を
思
わ
な
い
果
断
さ
。「
戒
」
と
は
仮
に
勝
利
し
た
と
し
て
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も
、
開
戦
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
警
戒
す
る
こ
と
。「
約
」
と
は
、
軍
令
が
簡
素
で
分
か
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る

）
（（
（

。

ま
た
、
同
じ
論
将
篇
で
は
、
軍
事
に
お
け
る
「
四
機
」（
四
つ
の
要
諦
）
を
知
る
者
が
更
に
四
つ
の
資
質
を
備
え
て
い
れ
ば
「
良
将
」
と
評
価
で
き
る
と
い
う
。

呉
子
曰
、
凡
兵
有
四
機
。
一
曰
氣
機
、
二
曰
地
機
、
三
曰
事
機
、
四
曰
力
機
。
…
…
知
此
四
者
乃
可
爲
將
。
然
其
威
徳
仁
勇
、
必
足
以
率
下
安
衆
、
怖
敵
決

疑
。
施
令
而
下
不
犯
、
所
在
冦
不
敢
敵
。
得
之
國
強
、
去
之
國
亡
。
是
謂
良
將
。（
論
将
篇
）

呉
子
曰
く
、
凡
そ
兵
に
四
機
有
り
。
一
に
曰
く
気
機
、
二
に
曰
く
地
機
、
三
に
曰
く
事
機
、
四
に
曰
く
力
機
。
…
…
此
の
四
者
を
知
れ
ば
乃
ち
将
為
る
べ

し
。
然
れ
ど
も
、
其
の
威
徳
仁
勇
は
、
必
ず
以
て
下
を
率
い
衆
を
安
ん
じ
、
敵
を
怖
れ
し
め
疑
い
を
決
す
る
に
足
る
。
令
を
施
し
て
下
犯
さ
ず
、
在
る
所
は

冦
も
敢
て
敵
せ
ず
。
之
を
得
れ
ば
国
強
く
、
之
を
去
れ
ば
国
亡
ぶ
。
是
れ
を
良
将
と
謂
う
。

良
将
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、「
威
」「
徳
」「
仁
」「
勇
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
下
の
者
を
統
率
し
大
衆
を
安
心
さ
せ
、
敵
を

恐
れ
さ
せ
、
疑
念
を
払
い
、
命
令
を
下
し
て
違
犯
が
な
く
、
敵
も
あ
え
て
向
か
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
資
質
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
呉
子
』
で
は
、
将
軍
の
条
件
・
資
質
を
複
数
の
観
点
か
ら
説
い
て
い
る
。『
孫
子
』
と
共
通
す
る
の
は
、「
勇
」
を
資
質
の
一
つ
と
認
め
な
が

ら
も
、
そ
れ
を
最
重
要
の
資
質
と
は
し
な
い
点
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
司
馬
法
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

古
者
以
仁
爲
本
、
以
義
治
之
。
之
謂
正
、
正
不
獲
意
則
權
。
權
出
於
戰
、
不
出
於
中
人
。
是
故
殺
人
安
人
、
殺
之
可
也
。
攻
其
國
、
愛
其
民
、
攻
之
可
也
。

以
戰
止
戰
、
雖
戰
可
也
。
故
仁
見
親
、
義
見
説
、
智
見
恃
、
勇
見
身
（
方
）、
信
見
信
。
内
得
愛
焉
、
所
以
守
也
。
外
得
威
焉
、
所
以
戰
也
。（『
司
馬
法
』

仁
本
篇
）

古
は
仁
を
以
て
本
と
為
し
、
義
を
以
て
之
を
治
む
。
之
を
正
と
謂
い
、
正 

意
を
獲
ざ
れ
ば
則
ち
権
す
。
権
は
戦
に
出
で
、
中
人
に
出
で
ず
。
是
の
故
に
人

を
殺
し
て
人
を
安
ん
ず
れ
ば
、
之
を
殺
し
て
可
な
り
。
其
の
国
を
攻
め
て
、
其
の
民
を
愛
す
れ
ば
、
之
を
攻
め
て
可
な
り
。
戦
を
以
て
戦
を
止
め
ば
、
戦
う

と
雖
も
可
な
り
。
故
に
仁
は
親
し
ま
れ
、
義
は
説
ば
れ
、
智
は
恃
ま
れ
、
勇
は
方む

か

わ
れ
、
信
は
信
ぜ
ら
る
。
内 

愛
を
得
る
は
、
守
る
所
以
な
り
。
外 

威
を
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得
る
は
、
戦
う
所
以
な
り
。

こ
こ
で
は
、「
仁
」「
義
」
を
兵
道
の
「
正
」
と
し
た
上
で
、
戦
争
の
意
義
を
「
権
」（
臨
機
応
変
の
措
置
）
と
し
て
認
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
大
切
な
の

は
、「
仁
」「
義
」「
智
」「
勇
」「
信
」
で
あ
る
と
説
く
。「
仁
」「
義
」
を
入
れ
る
の
は
、『
呉
子
』
に
類
似
し
、
ま
た
、「
勇
」
を
四
番
目
に
挙
げ
る
の
は
『
孫

子
』
に
類
似
す
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
と
同
様
な
の
が
、
同
じ
く
仁
本
篇
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

古
者
逐
奔
、
不
過
百
歩
、
縱
綏
不
過
三
舎
、
是
以
明
其
禮
也
。
不
窮
不
能
而
哀
憐
傷
病
、
是
以
明
其
仁
也
。
成
列
而
皷
、
是
以
明
其
信
也
。
爭
義
不
爭
利
、

是
以
明
其
義
也
。
又
能
舎
服
、
是
以
明
其
勇
也
。
知
終
知
始
、
是
以
明
其
智
也
。
六
德
以
時
合
教
、
以
爲
民
紀
之
道
也
。
自
古
之
政
也
。（
仁
本
篇
）

古
は
奔
る
を
逐
う
こ
と
、
百
歩
に
過
ぎ
ず
、
綏し

り
ぞ

く
を
縱お

う
こ
と
三
舎
に
過
ぎ
ず
。
是
を
以
て
其
の
礼
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
不
能
を
窮
め
ず
し
て
傷
病

を
哀
憐
す
。
是
を
以
て
其
の
仁
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
列
を
成
し
て
皷
（
鼓
）
す
。
是
を
以
て
其
の
信
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
義
を
争
い
利
を
争
わ

ず
。
是
を
以
て
其
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
又
た
能
く
服
す
る
を
舎ゆ

る

す
。
是
を
以
て
其
の
勇
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
終
わ
り
を
知
り
始
め
を
知
る
。

是
を
以
て
其
の
智
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
六
徳
時
を
以
て
合
せ
教
え
、
以
て
民
紀
の
道
と
為
す
な
り
。
古
よ
り
の
政
な
り
。

こ
こ
で
は
、
右
の
五
つ
の
資
質
に
「
礼
」
を
加
え
、「
礼
」「
仁
」「
信
」「
義
」「
勇
」「
智
」
を
古
代
軍
事
に
お
け
る
「
六
徳
」
と
す
る
。

ま
た
、
厳
位
篇
に
も
、
こ
れ
に
類
似
す
る
記
述
が
見
え
る
。

凡
民
以
仁
救
、
以
義
戰
、
以
智
决
、
以
勇
闘
、
以
信
專
、
以
利
勸
、
以
功
勝
。
故
心
中
仁
、
行
中
義
。
堪
物
智
也
、
堪
大
勇
也
、
堪
久
信
也
。（
厳
位
篇
）

凡
そ
民
は
仁
を
以
て
救
い
、
義
を
以
て
戦
い
、
智
を
以
て
決
し
、
勇
を
以
て
闘
い
、
信
を
以
て
専
ら
に
し
、
利
を
以
て
勧
め
、
功
を
以
て
勝
つ
。
故
に
心
は

仁
に
中あ

た

り
、
行
い
は
義
に
中
る
。
物
に
堪
え
る
は
智
な
り
。
大
に
堪
え
る
は
勇
な
り
。
久
し
き
に
堪
え
る
は
信
な
り
。
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こ
れ
も
右
の
記
述
と
同
じ
く
、
将
軍
の
資
質
と
し
て
、「
仁
」「
義
」「
智
」「
勇
」「
信
」
を
挙
げ
、
更
に
、
勝
利
の
条
件
と
し
て
「
利
」
と
「
功
」
と
を
加
え

て
い
る
。「
仁
」「
義
」
を
挙
げ
る
の
は
『
呉
子
』
や
「
将
義
」
篇
に
類
似
す
る
。
こ
の
点
は
、『
孫
子
』
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
が
、
将
軍
の
資
質
を
端
的

な
徳
目
と
し
て
表
そ
う
と
す
る
意
識
は
共
通
し
て
い
る
。

次
に
、『
尉
繚
子
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
兵
談
篇
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

將
者
、
上
不
制
於
天
、
下
不
制
於
地
、
中
不
制
於
人
、
寬
不
可
激
而
怒
、
清
不
可
事
以
財
。
夫
心
狂
、
目
盲
、
耳
聾
、
以
三
悖
率
人
者
難
矣
。（『
尉
繚
子
』

兵
談
篇
）

将
た
る
者
は
、
上
は
天
に
制
せ
ら
れ
ず
、
下
は
地
に
制
せ
ら
れ
ず
、
中
は
人
に
制
せ
ら
れ
ず
、
寛
に
し
て
激
し
て
怒
る
べ
か
ら
ず
、
清
く
し
て
事
う
る
に
財

を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
心
は
狂
、
目
は
盲
、
耳
は
聾
、
三
悖
を
以
て
人
を
率
い
る
者
は
難
し
。

す
な
わ
ち
、
将
軍
の
資
質
と
し
て
、
天
地
人
に
制
せ
ら
れ
な
い
権
威
、「
寛
」
大
さ
、「
清
」
廉
さ
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、『
孫
子
』『
呉
子
』
や
『
司
馬

法
』
の
定
義
に
比
べ
る
と
、
や
や
端
的
さ
を
欠
く
嫌
い
は
あ
る
。
攻
権
篇
に
「
故
善
將
者
、
愛
與
威
而
已
（
故
に
善
く
将
た
る
者
は
、
愛
と
威
と
の
み
）」
と
説

く
の
は
、
将
軍
の
資
質
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ゆ
る
飴
と
鞭
の
使
い
分
け
を
説
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、『
六
韜
』
に
お
け
る
将
軍
の
資
質
を
見
て
み
よ
う
。

武
王
問
太
公
曰
、
論
將
之
道
奈
何
。
太
公
曰
、
將
有
五
材
十
過
。
武
王
曰
、
敢
問
其
目
。
太
公
曰
、
所
謂
五
材
者
、
勇
智
仁
信
忠
也
。
勇
則
不
可
犯
。
智
則

不
可
亂
。
仁
則
愛
人
。
信
則
不
欺
。
忠
則
無
二
心
。（『
六
韜
』
論
将
篇
） 

武
王 

太
公
に
問
い
て
曰
く
、「
将
を
論
ず
る
の
道
は
奈
何
」。
太
公
曰
く
、「
将
に
五
材
十
過
有
り
」。
武
王
曰
く
、「
敢
て
其
の
目
を
問
う
」。
太
公
曰
く
、

「
所
謂
五
材
と
は
、
勇
智
仁
信
忠
な
り
。
勇
な
れ
ば
則
ち
犯
す
べ
か
ら
ず
。
智
な
れ
ば
則
ち
乱
す
べ
か
ら
ず
。
仁
な
れ
ば
則
ち
人
を
愛
す
。
信
な
れ
ば
則
ち

欺
か
ず
。
忠
な
れ
ば
則
ち
二
心
無
し
」。 
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こ
こ
で
は
、
周
の
武
王
と
太
公
望
呂
尚
と
の
問
答
に
よ
り
、
呂
尚
が
将
の
「
五
材
」
を
説
く
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
将
の
「
五
材
」
と
し
て

「
勇
」「
智
」「
仁
」「
信
」「
忠
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
孫
子
』
や
『
呉
子
』
で
は
筆
頭
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
「
勇
」
が
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
、「
忠
」
が
加

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

故
曰
、
將
不
仁
、
則
三
軍
不
親
。
將
不
勇
、
則
三
軍
不
鋭
。
將
不
智
、
則
三
軍
大
疑
。
將
不
明
、
則
三
軍
大
傾
。
將
不
精
微
、
則
三
軍
失
其
機
。
將
不
常

戒
、
則
三
軍
失
其
備
。
將
不
強
力
、
則
三
軍
失
其
職
。（
奇
兵
篇
）

故
に
曰
く
、
将
仁
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
三
軍
親
し
ま
ず
。
将
勇
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
三
軍
鋭
な
ら
ず
。
将
智
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
三
軍
大
い
に
疑
う
。
将
明
な
ら
ざ

れ
ば
則
ち
三
軍
大
い
に
傾
く
。
将
精
微
な
ら
ざ
れ
ば
則
ち
三
軍
其
の
機
を
失
う
。
将
常
に
戒
め
ざ
れ
ば
則
ち
三
軍
其
の
備
え
を
失
う
。
将
強
力
な
ら
ざ
れ
ば

則
ち
三
軍
其
の
職
を
失
う
。 

こ
こ
で
は
、「
仁
」「
勇
」「
智
」「
明
」「
精
微
」「
常
戒
」「
強
力
」
な
ど
が
将
軍
の
条
件
と
し
て
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
仁
」
が
冒
頭
に
挙
が
っ
て

い
る
の
は
、「
三
軍
」
の
親
和
と
い
う
観
点
か
ら
最
重
要
だ
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
勇
」
が
「
智
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
論
将
篇
と
同

様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
代
兵
書
を
概
観
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
書
が
将
軍
の
資
質
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
論
説
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
『
孫

子
』『
呉
子
』『
司
馬
法
』
は
、
将
軍
の
資
質
を
端
的
な
徳
目
と
し
て
表
明
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
将

義
」
の
説
く
将
軍
の
資
質
は
、『
孫
子
』
な
ど
他
の
兵
書
と
も
一
部
類
似
し
な
が
ら
、
独
自
の
内
訳
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
義
」「
仁
」「
徳
」「
信
」「
知

（
勝
）」「
決
」
と
い
う
内
訳
、
特
に
「
義
」
を
筆
頭
に
挙
げ
る
の
は
、
他
の
文
献
か
ら
の
引
き
写
し
で
は
な
く
、「
将
義
」
独
自
の
主
張
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
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結　
　

語

以
上
、
本
稿
で
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
と
し
て
公
開
さ
れ
た
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
内
、
ま
ず
「
起
師
」
篇
を
取
り
上
げ
、
そ
の
興
軍
の
論
理
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。「
客
」
に
と
っ
て
「
春
」
が
興
軍
に
有
利
な
季
節
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
が
、「
起
師
」
の
最
大
の
特
色
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
考

は
、「
時
」
の
重
要
性
を
説
く
『
孫
子
』
の
よ
う
な
思
想
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
有
利
な
季
節
を
春
に
特
定
す
る
こ
と

は
、
具
体
性
を
持
つ
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
一
方
、
思
想
と
し
て
の
普
遍
性
を
欠
き
、
実
戦
・
実
体
験
と
の
間
で
齟
齬
を
来
す
恐
れ
も
あ
っ
た
。「
起
師
」
の

よ
う
な
思
考
が
他
の
兵
書
に
見
ら
れ
ず
、
そ
の
後
も
伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
一
つ
の
理
由
は
、
こ
う
し
た
点
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
同
じ
く
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
「
将
義
」
篇
は
、
将
軍
の
資
質
を
「
義
」「
仁
」「
徳
」「
信
」「
知
（
勝
）」「
決
」
と
列
挙
し
、
そ
れ
を
動
物
の
部
位
に
関

連
づ
け
て
説
い
て
い
た
。
こ
れ
も
、「
將
者
、
智
信
仁
勇
嚴
也
」
と
説
く
『
孫
子
』
の
よ
う
な
将
軍
論
を
独
自
に
展
開
さ
せ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
中
に
は
、『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
と
基
調
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
更
に
独
自
の
展
開
を
遂
げ

た
と
思
わ
れ
る
著
作
が
含
ま
れ
て
い
る

）
（（
（

。
古
代
中
国
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
武
経
七
書
」
以
外
に
も
、
様
々
な
兵
学
的
著
作
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
互
い
に
影
響
を
与

え
な
が
ら
、
中
国
兵
学
思
想
史
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
諸
篇
は
、
改
め
て
そ
う
し
た
状
況
を
解
明
し
て
く
れ
る
と

期
待
さ
れ
る
。

注（
１
） 

拙
稿
「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
論
政
論
兵
之
類
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）。

（
２
） 

た
だ
、
更
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
他
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
、「
百
廿
九
」
を
筆
写
者
が
初
め
て
記
入
し
た
の
で
は
な
く
、
筆
写
元
の
テ
キ
ス
ト
に
す
で

に
そ
う
記
し
て
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
誤
写
後
の
竹
簡
の
文
字
数
を
後
人
が
計
数
し
、
記
入
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
語
注
⑨
に
記

し
た
よ
う
に
、
こ
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
一
一
七
五
簡
が
そ
も
そ
も
「
起
師
」
の
末
尾
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
３
） 

以
下
、
特
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
点
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
文
の
一
部
に
傍
線
を
引
く
場
合
が
あ
る
。

（
４
） 

以
下
、『
蓋
廬
』
の
釈
読
・
引
用
に
際
し
て
は
、『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
［
二
四
七
号
墓
］』（
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
編
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
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を
基
に
し
、
邵
鴻
『
張
家
山
漢
簡
《
蓋
廬
》
研
究
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
５
） 

『
漢
書
』
芸
文
志
は
兵
書
を
四
部
に
大
別
し
、
そ
の
内
の
「
兵
陰
陽
」
に
つ
い
て
「
陰
陽
者
、
順
時
而
發
、
推
刑
德
、
隨
斗
擊
、
因
五
勝
、
假
鬼
神
、
而
爲
助
者
也
」

（
陰
陽
と
は
、
時
に
順
い
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
随
い
、
五
勝
に
因
り
、
鬼
神
を
仮
り
て
、
助
け
と
為
す
者
な
り
）
と
定
義
す
る
。

（
６
） 

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
７
） 
二
〇
〇
四
年
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
四
分
冊
と
し
て
公
開
さ
れ
た
『
曹
沫
之
陳
』
は
、
斉
に
領
土
を
奪
わ
れ
た
の
に
失
地
回
復
に
努
め
る
こ
と
な
く
音

楽
に
ふ
け
っ
て
い
た
魯
の
荘
公
（
在
位
前
六
九
三
～
前
六
六
二
）
が
、
曹
沫
の
勧
め
に
従
っ
て
斉
と
の
戦
い
を
決
意
し
、
曹
沫
に
対
し
て
具
体
的
な
陣
法
を
次
々
に
問

い
、
曹
沫
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
孫
子
』
に
先
立
つ
か
も
し
れ
な
い
ま
と
ま
っ
た
兵
書
と
し
て
、
初
め
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
法
は
、
中
原
で
行
わ
れ
て
い
た
戦
車
中
心
の
戦
争
形
態
を
前
提
と
し
て
い
る
。
戦
争
の
目
的
は
、
失
地
の
回
復
で
あ
る
か
ら
、
戦
場
は
国
境
付

近
に
限
定
さ
れ
、
戦
闘
の
期
間
も
短
い
。
敵
国
領
内
の
奥
深
く
に
進
攻
し
た
り
、
長
距
離
進
撃
し
た
部
隊
に
物
資
を
補
給
す
る
な
ど
の
局
面
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
こ
う
し
た
春
秋
時
代
の
戦
争
を
基
本
的
な
場
面
設
定
と
し
た
兵
書
で
は
、「
客
」「
主
人
」
と
い
う
概
念
も
登
場
す
る
必
然
性
が
な
い
の
で
あ
る
。

（
８
） 

な
お
、
こ
の
「
将
義
」
篇
は
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
発
見
直
後
に
お
い
て
は
『
孫
臏
兵
法
』
に
編
入
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

［
壹
］』
で
は
、『
孫
臏
兵
法
』
か
ら
外
さ
れ
、
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
に
お
い
て
、
改
め
て
「
論
政
論
兵
之
類
」
に
編
入
し
直
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
る
。

（
９
） 

「
首
」「
腹
」「
手
」「
足
」「
尾
」
と
あ
る
の
で
、
将
軍
を
勇
猛
な
動
物
に
比
定
し
、
将
軍
の
資
質
を
動
物
の
部
位
で
喩
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
広
く
軍
事
を

動
物
に
喩
え
る
も
の
と
し
て
は
、『
六
韜
』（
龍
韜
、
虎
韜
、
豹
韜
、
犬
韜
）
が
あ
る
。

（
10
） 

該
当
部
分
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
理
者
治
衆
如
治
寡
、
備
者
出
門
如
見
敵
、
果
者
臨
敵
不
懷
生
、
戒
者
雖
克
如
始
戰
、
約
者
法
令
省
而
不
煩
」。

（
11
） 

こ
の
ほ
か
、「
論
政
論
兵
之
類
」
に
は
、「
客
主
人
之
分
」「
奇
正
」
な
ど
、
重
要
な
軍
事
用
語
に
関
わ
る
篇
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
篇
は
か
つ
て
『
孫
臏
兵
法
』
下
篇
と
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
諸
篇
と
し
て
改
め
て
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
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興軍之時 ―關於銀雀山漢墓竹簡「起師」―

湯淺 邦弘

一九七二年，從中國山東省臨沂銀雀山的漢墓出土了大量的竹簡。這些竹簡被命名爲「銀

雀山漢墓竹簡」，一九八五年，以《銀雀山漢墓竹簡［壹］》（銀雀山漢墓竹簡整理小組，文物

出版社）的形式，對其一部分進行了公開。

在這一輯中收錄的是，銀雀山漢墓竹簡中的《孫子兵法》《孫臏兵法》《尉繚子》《晏子》

《六韜》《守法守令等十三篇》，此外，還預告了在第二輯中收錄「佚書叢殘」，在第三輯中收錄

「散簡」「篇題木牘」「元光元年暦譜」等。

另外，在二〇一〇年一月，又刊行了《銀雀山漢墓竹簡［貳］》（銀雀山漢墓竹簡整理小

組，文物出版社）。這已是在發現銀雀山漢墓竹簡三十七年後，刊行《銀雀山漢墓竹簡［壹］》

二十四年後的事情了。

其内容爲在第一輯中預告的「佚書叢殘」。全體分爲「論政論兵之類」「陰陽時令、占候之

類」「其他」等三部分。這三部分，在内容上並沒有密切的關聯，可以認爲是對第一輯中偶爾

漏編的部分進行編輯後收錄進來的。因此，對第二輯所收文獻進行研究時，首先有必要對這三

部分別加以考察。

之前，筆者就此「論政論兵之類」全五十篇之中，篇題木牘中記有其名稱的開頭的十二篇

進行了考察。通過考察得出了這樣的假說，即這些基本上都是在與《孫子》兵法保持同一基調

的同時，又實現了獨自的發展。

在此，本稿繼續就「論政論兵之類」中的「起師」篇進行分析。之所以要考察「起師」篇，

是因爲其中具有獨特的興軍的理論。

（１）「起師」把行軍的主體分爲「客」與「主人」，并基於對客方是否有「利」的合理性

思維來對舉兵的時期進行了論述。

此時具體的「利」，即爲「客」方易於進攻「主人」一方，「客」方易於奪取「主人」方的

利益（糧食，物資等）等。

例如，春季與梅雨期不同，沒有泥濘，道路通達易於行軍。而冬季時收藏的種種物資搬出

屋外城外，則易於奪取。從此觀點，認爲於「客」方有利。

此外，秋季是收斂的季節。「主人」方面，整理小城，廢邑，材木等，城外的物資集約到城内。

因而「客」方奪取物資比較困難，即爲不利。

加之，冬季「主人」方面充實内政，並策劃外交，致力於國家基礎的整備。如果進攻這樣
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的國家的話，對「客」就不止是「不利」，而會處於「危」險之中。

但在此不見有關夏季的記述。這應該不是故意省略或忽視的結果吧。因爲很明顯，在整體

上是在就四時進行論述，可以認爲是有誤寫（書寫遺漏）的可能性。如此的話文末的「百廿九」

的數字該如何理解呢？

在文獻的末尾記錄數字的手法，不僅見於此銀雀山漢墓竹簡中，也散見於其他上博楚簡等

出土文獻中，大概是爲避免錯簡誤脫等書寫上的一種方法吧。如果是這樣的話，「百廿九」的

數字的確和文中數字相符。然而，此文很明顯具有誤寫（記載遺漏）。那麽就可推測爲，這個

數字并不是原來竹簡上所記載的文字，而是該竹簡的書寫者將竹簡全篇誤抄（抄寫中遺漏了夏

的部分）并計數后，記錄下來的數字。

（２）對《孫子》中所說的「時」和「利」進行確認後，可以認爲，起師篇將「春」作爲

舉兵的時節，是在重視「利」的《孫子》思想的基礎之上，又進一步將其具體化了的一種觀點。

春季是向敵人奪取糧食和物資的有利的季節，這就是「起師」的主張。然而，季節特定到

春季，就沒有弊害嗎？與《孫子》一面主張「時」的重要性，卻不舉出特定的季節相比，「起師」

認爲只有春季纔是興軍的季節。與《孫子》具有的普遍性，應用性相比，「起師」極具有具體性。

這也是《孫子》和「起師」之間重要相異點。雖説春季是興軍的有利季節，但在實際的戰爭中，

也並非一定如此。也有夏季或秋季舉兵獲勝的例子。這樣的話，就可以推測，「起師」的這種

主張，雖然在具體性上值得評價，但在實戰、實際體驗之間則會發生齟齬，導致這種想法沒有

被逐漸地傳承下來。

（３）概觀了古代兵書中所論述的興軍的時節，就可以重新理解，主張「春」季爲適合興

軍的時節乃是「起師」最大的特點了。嚴格地說，嚴冬期和酷暑時節，無論誰來考慮也是不宜

興軍的。不過，「春」季於興軍有利的主張，除銀雀山漢墓竹簡「起師」外還沒有發現。

另一方面，在《呂氏春秋》和《禮記》等中可見的時令說，是以「秋」爲軍事的季節，可

以推測，這是作爲天人相関的一個理念型被傳承下來的。雖然實際上並不只有「秋」是軍事的

季節，但時令說這個理念本身，在其後也被繼承了下來。

對此而言，「起師」不是從天人相関思想這個理念，而是從現実的「利」的觀點出發，把「春」

季作爲了興軍的時節。但是，可推測即使在春季興軍實際上也有被打敗的時候，作爲思想的「起

師」的限度也正在於此。「起師」的主張沒有影響力的一個重要原因，也正在此點吧。

那麽，「起師」的這種思想，與《孫子》和《孫臏兵法》的關係該如何理解呢？

首先，就成立時期可以做以下的推測。竹簡在出土的銀雀山漢墓的年代屬漢武帝初期，竹

簡的書寫時期可推測爲文帝和景帝時期。因此，此即爲銀雀山漢墓竹簡成立的下限。只是，「起
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師」在區分「客」與「主人」來論述興軍之利一點，示意了其屬於先秦期的可能性。這是因爲，

這樣的主張只有以戰國諸國的敵對關係爲前提才有説服力。

另一方面，關於上限，雖然沒有直接記載的資料，但還是應該認爲是《孫子》以後的著作

比較穩妥吧。爲什麽呢？是因爲「客」「主人」等軍事用語，本來就是以存在著長距離進攻作

戰爲前提而構建的《孫子》所特有的，在《孫子》以前的戰爭形態中，其存在的理由本來就是

很稀薄的。

因此，可能性最高的，是推測其爲《孫子》以後的戰國時期成立的兵學著作。只是，據《漢

書》藝文志，《孫子》有「呉孫子兵法八十二篇」「齊孫子兵法八十九篇」。如果是這樣，「起師」

是否也有可能是現在流傳的十三篇以外的「呉孫子」，「齊孫子」（即《孫臏兵法》）的一部分呢？

的確，這樣的可能性也不是完全沒有。只是，十三篇《孫子》與《孫臏兵法》中，並沒有把「春」

特定爲興軍之時的觀點。同一書内，一面說「時」很重要，而一面又把其特定爲「春」季是很

難理解的。這種觀點是，以重視「時」的《孫子》和《孫臏兵法》爲基礎，又獨自發展並使之

具體化，這樣的看法才是當前最妥當的。


